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Ｅ
・
ニ
ー
キ
ッ
シ
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抵
抗
思
想
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に
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い
て

　　
　
　
　

―　

そ
の
ナ
シ
ョ
ナ
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・
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
と
は
な
に
か　

―
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雄　
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ボ
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ニ
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キ
ッ
シ
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時
代
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思
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５
�
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
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ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ

６
�
社
会
主
義
者
と
し
て
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ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ

７
�
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
の
時
代
へ
の
「
抵
抗
」

む
す
び

　　　
　
　
　
　
　

は
じ
め
に

　　

Ｅ
・
ユ
ン
ガ
ー
は
、
一
九
三
〇
年
に
発
表
し
た
『
総
動
員
（T

otale
M
obilm

achung

 
       
     
      

）』
に
お
い
て
自
由
主
義
文
明
に
置
き
換
え
ら
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れ
る
見
解
を
発
表
し
た
。
国
家
が
全
資
源
を
最
大
限
に
活
用
す
る
の
は
、
軍
事
力
と
そ
の
効
率
的
運
用
を
ひ
と
つ
に
焦
点
化
し
有
効
に

産
業
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
た
め
で
あ
る
。
戦
争
は
そ
の
「
巨
大
な
作
業
過
程
」
の
典
型
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
労
働

は
よ
り
戦
争
状
態
の
よ
う
に
な
る
。
実
際
に
そ
の
最
初
の
実
例
が
第
一
次
世
界
大
戦
で
あ
り
、
そ
の
後
の
一
九
二
九
年
大
恐
慌
へ
の
対

応
策
が
今
後
の
国
家
形
態
を
証
明
し
よ
う
と
し
、
同
時
代
の
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
共
和
国
の
動
員
体
制
に
お
い
て
も
成
立
し
た

G
leason,

﹇ 
        

1995
:25-26

            
﹈。

　

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
が
「
同
居
」
す
る
と
述
べ
れ
ば
違
和
感
を
覚
え
る
む
き
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、

例
え
ば
、
現
在
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
と
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル
化
現
象
に
反
対
す
る
の
は
極
右
勢
力
だ
け
で
は
な
い
。
現
在
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
共
産
党
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
に
懐
疑
的
で
自
国
の
利
益
を
擁
護
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
い
わ
ば
左
右
両
極
の
立
場
が
異

口
同
音
に
「
統
合
」
に
反
対
論
を
唱
え
て
い
る
。
実
際
に
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
共
産
主
義
・
社
会
主
義
は
「
水
と
油
」
の
時
代
は

す
で
に
第
一
次
世
界
大
戦
前
後
か
ら
終
了
し
て
い
る
。
ソ
連
で
は
レ
ー
ニ
ン
没
後
、
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
の
「
一
国
社
会
主
義
」
を
取
り

あ
げ
る
ま
で
も
な
く
、
一
九
四
九
年
革
命
後
の
中
国
共
産
党
の
愛
国
的
な
共
産
主
義
を
指
摘
す
る
だ
け
で
、
両
者
が
融
合
・
妥
協
・
和

解
・
調
整
し
た
も
の
に
な
っ
た
の
か
、「
呉
越
同
舟
」
と
い
う
戦
術
方
策
で
あ
る
か
、
を
問
わ
な
い
と
し
て
も
、
今
の
両
勢
力
を
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
と
社
会
主
義
が
共
存
す
る
現
実
と
思
想
に
矛
盾
を
感
じ
て
も
、
並
存
、
協
調
し
て
い
る
こ
と
も
感
じ
る
だ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
な
こ
と
は
い
つ
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
形
で
始
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
九
一
七
年
レ
ー
ニ
ン
と
ト
ロ
ッ
キ
ー
の
ロ
シ
ア

革
命
、
一
九
三
三
年
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
に
よ
る
ニ
ー
デ
ー
ル
政
策
、
同
年
ヒ
ト
ラ
ー
政
権
誕
生
後
の
ナ
チ
ス
体
制
の
よ
う
な
社
会

主
義
の
変
種

vaiant

（      
）
が
次
々
と
導
入
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
ソ
連
の
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
、
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
デ
ー
ル
政
策
、
ド

イ
ツ
の
国
民
社
会
主
義
で
あ
る
。
国
家
が
社
会
に
積
極
的
に
介
入
す
る
時
代
を
迎
え
た
の
で
あ
る

Sutton,2010
:preface

﹇                      
﹈。

　

本
論
で
は
、
そ
の
事
情
を
「
左
翼
が
か
っ
た
右
翼
人
（
ま
た
は
右
翼
が
か
っ
た
左
翼
人
）」
の
中
の
ひ
と
り
の
人
物
を
取
り
あ
げ
て

第26巻―― 2



論
評
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
人
物
は
エ
ル
ン
ス
ト
・
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ

E
rnst

N
iekisch:1889-1969

（ 
      
                  
）
   

で
あ
る
。
彼
は
ド
イ
ツ
の
社
会
主

＊

義
者
と
し
て
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
を
糾
弾
し
、
か
つ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
国
民
社
会
主
義
労
働
者
党

N
SD
A
P

（ 
  
 
 

）
に
徹
底
的
に
抵

抗
し
た
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ボ
シ
ュ
ヴ
ィ
キ

N
ationalB

olshvik

（ 
         
       

）」
で
あ
っ
た
。
彼
と
ユ
ン
ガ
ー
が
ド
イ
ツ
で
こ
の
言
葉
や
全
体
国
家
を

初
め
て
使
用
し
出
し
た
。
彼
の
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
時
代
で
の
思
想
形
成
と
そ
の
抵
抗
活
動
を
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
か
ら
ナ
チ
ス
政
権

初
期
に
至
る
ま
で
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
お
き
た
い

B
uchheim

,1957
:334-361

;L
ebovics

﹇ 
       
                    
       ,1969

:139-156
;H
affner,2008

:2

                    
                83-298

      
﹈。
そ

れ
と
は
別
に
、
近
年
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
に
お
い
て
、
反
ナ
チ
ス
や
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
い
た
人
々
の
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
を
単
純
に
「
善
」

と
見
な
し
て
よ
い
の
か
と
い
う
、
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
運
動
へ
の
再
評
価
・
再
検
討
が
あ
る
。
そ
れ
は
そ
の
時
代
を
賑
わ
す
左
翼
・
自
由
主

義
的
陣
営
の
人
々
の
活
躍
だ
け
で
な
く
、
ナ
チ
ス
や
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
の
競
争
相
手
で
あ
っ
た
保
守
主
義
者
の
反
ナ
チ
ス
や
反
フ
ァ
シ
ズ

ム
の
そ
れ
ぞ
れ
の
運
動
の
あ
り
方
の
一
例
と
し
て
も
小
論
で
も
紹
介
し
て
お
き
た
い

V
gl.R

﹇ 
     

� �tsch-L
angej

      
     � �rgen,2000

          
﹈。

　
　
　
　
　
　

１
�「
第
三
の
位
置
」
の
源
流
で
あ
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
と
は
な
に
か

　　

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム

N
ationalbolschew

ism
us

（ 
               
   
  
）
は
戦
間
期
に
ド
イ
ツ
で
使
用
さ
れ
た
政
治
用
語
で
あ
る
。
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
と
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
と
を
融
合
さ
せ
た
政
治
思
想
で
あ
り
、
保
守
革
命
の
一
形
態
で
あ
る
。
エ
ス
ノ
セ
ン
ト
リ
ズ
ム

ethnocentrism

（             

）
と
反
資
本
主
義
の
両
思
想
が
奇
妙
な
融
合
を
し
、
現
在
の
「
第
三
の
位
置

T
hird

P
osition

（ 
      
       

）」
的
潮
流
の
淵
源
で

あ
る
、
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　

そ
の
実
践
内
容
は
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
と
西
側
戦
勝
国
に
対
す
る
ド
イ
ツ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
に
よ
る
抵
抗
の
思
想
・
政
策
を
説

明
す
る
。
ド
イ
ツ
は
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
ロ
シ
ア
、
つ
ま
り
ソ
連
と
の
同
盟
と
共
同
し
て
共
通
の
敵
で
あ
る
西
側
諸
国
に
対
抗
す
る
考

え
方
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
の
発
端
は
、
一
九
一
九
年
Ｋ
・
ラ
デ
ッ
ク
に
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
提
唱
は
二
つ
の
左
右
の
陣
営
に
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自
己
流
に
解
釈
し
た
。
ひ
と
つ
は
右
翼
陣
営
の
極
右
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
で
あ
る
（
例：

Ｏ
・
シ
ュ
ペ
ン
グ
ラ
ー
、
E
・
v
・
レ
ヴ
ェ
ン

ト
ロ
ウ
伯
、
メ
ラ
ー
・
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ル
ッ
ク
な
ど
）。
も
う
ひ
と
つ
は
左
翼
陣
営
（
例：

ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
）
に
属
す
る
が
、
共
産
党
や

社
会
民
主
党
に
批
判
的
な
人
々
で
あ
る
。
歴
史
的
な
結
果
か
ら
さ
き
に
述
べ
れ
ば
、
彼
ら
は
ナ
チ
ス
の
政
権
奪
取
を
阻
止
で
き
な
か
っ

た

B
ullock,1977

:408-409

﹇ 
                      
﹈。

　

も
っ
と
も
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
は
過
去
の
時
代
状
況
に
お
い
て
成
立
し
た
思
想
だ
け
と
は
い
え
な
い
。
そ
れ
に
相

当
す
る
、
近
年
の
用
語
と
し
て
「
第
三
の
位
置
」
が
考
え
ら
れ
る
。「
第
三
の
位
置
」
は
通
常
、
資
本
主
義
と
共
産
主
義
の
両
方
に
反

対
す
る
政
治
思
想
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
が
あ
る
と
し
て
も
そ
の
多
く
は
革
命
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
要
素
を
強
く
有
す
る
。

そ
の
代
表
例
に
は
、
歴
史
的
に
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
、
ナ
チ
ズ
ム
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
、
最
近
で
は
ネ
オ
・
フ
ァ
シ
ズ
ム

な
ど
が
あ
る
。「
第
三
の
位
置
」
の
提
唱
者
は
自
己
の
位
置
づ
け
を
左
翼
と
右
翼
の
中
間
で
な
く
、
両
者
を
超
越
す
る
こ
と
を
目
標
と

す
る
。
生
産
手
段
の
所
有
を
国
民
・
民
族
に
分
配
し
よ
う
と
す
る
思
想
で
あ
る
。
い
わ
ば
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ボ
ル
シ
ュ
ヴ
ィ
ズ
ム
は
「
第

三
の
位
置
」
の
源
流
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。
近
年
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会
議
員
の
R
・
フ
ィ
オ
ル
は
、「
第
三
の
道
」
の
中
心

的
な
提
唱
者
と
し
て
、
ネ
オ
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
こ
の
思
想
で
体
系
化
・
理
論
化
し
よ
う
と
試
み
た
。
一
九
九
二
年
に
ロ
シ
ア
で
は
A
・

ド
ゥ
ギ
ン
と
E
・
リ
モ
ノ
フ
が
こ
の
思
想
に
基
づ
い
た
国
家
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
を
創
設
し
た
。
こ
の
党
は
プ
ー
チ
ン
政
権
打
倒
を
目

指
し
て
い
る
。
こ
の
思
想
の
信
奉
者
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
も
存
在
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
現
在
、
横
断

戦
線

Q
uerfront

（
ク
ロ
ス
フ
ロ
ン
ト 
        
）
が
シ
オ
ニ
ズ
ム
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
反
対
・
平
和
運
動
の
形
で
そ
の
考
え
方
を
受
け
継
い
で
い

る
、
と
言
わ
れ
る
。

　

ヴ
ァ
イ
マ
ル
時
代
に
戻
そ
う
。
ユ
ン
ガ
ー
と
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
は
両
翼
の
立
場
か
ら
直
接
行
動
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
人
民
を
拘
束
す
る

国
内
で
は
資
本
主
義
、
国
外
で
は
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
体
制
の
そ
れ
ぞ
れ
を
打
破
す
る
こ
と
を
論
じ
た
。
そ
の
後
、
第
三
帝
国
時
代
初
期
に

第26巻―― 4



は
G
・
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
、
O
・
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
兄
弟
な
ど
の
ナ
チ
ス
左
派
に
も
影
響
し
た
。
ナ
チ
ス
政
権
の
成
立
で
、
こ
の
思
想

は
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
ヴ
ァ
イ
マ
ル
時
代
に
は
、
共
和
国
政
権
に
対
す
る
保
守
側
と
極
左
側
の
共
闘
（
あ
る
い
は
分
裂
・
対
立
）

か
ら
様
々
な
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ボ
ル
シ
ュ
ヴ
ィ
ズ
ム
が
成
立
し
、
こ
れ
が
現
在
の
「
第
三
の
位
置
」
の
原
型
に
な
っ
た
。

　

ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
か
ら
転
向
し
て
「
第
三
の
位
置
」
の
指
導
者
と
な
っ
た
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
は
、
極
右
主
義
者
と
極
左
主
義
者
の
共

闘
に
よ
る
直
接
行
動
で
資
本
主
義
の
打
倒
を
主
張
し
た
。
こ
れ
が
彼
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
を
規
定
し
た
。
彼
は
こ
の

思
想
へ
の
支
持
を
求
め
て
ナ
チ
ス
左
派
、
そ
れ
に
軍
幹
部
、
後
の
首
相
と
な
る
K
・
ｖ
・
シ
ュ
ラ
イ
ヒ
ャ
ー
に
も
一
時
期
そ
の
動
き
を

政
権
内
に
取
り
込
ま
せ
る
た
め
に
接
近
す
る
が
、
一
九
三
四
年
「
長
い
ナ
イ
フ
の
夜
」
で
主
要
指
導
者
が
粛
清
さ
れ
、
そ
の
運
動
は
失

敗
し
た
。

　
　
　
　
　
　

2
�
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
賛
美
す
る
社
会
主
義
者

　　

第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
ま
で
、
労
働
者
階
級
の
国
際
的
連
帯
は
ド
イ
ツ
の
社
会
主
義
運
動
の
理
念
で
あ
り
続
け
た

H
eidegger,1956

﹇ 
              
﹈。

ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
の
議
会
に
お
い
て
、
社
会
主
義
者
が
自
国
政
府
の
提
出
し
た
戦
時
国
債
に
賛
成
票
を
投
じ
た
と
た
ん
、

第
二
イ
ン
タ
ー
の
連
帯
は
崩
壊
し
た
。「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
最
も
圧
政
に
苦
し
む
人
民
の
間
に
あ
っ
て
、
人
工
的
な
シ
ン
パ
シ
ー
を

も
つ
ネ
イ
シ
ョ
ン
と
し
て
強
力
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
の
で
あ
る
」（
W
・
ゾ
ン
バ
ル
ト
）。

　

一
九
一
九
年
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
で
戦
勝
国
に
よ
る
ド
イ
ツ
国
民
へ
の
民
族
的
な
屈
辱
が
開
始
さ
れ
る
。
当
時
ド
イ
ツ
国
内
の
ヴ
ァ

イ
マ
ル
連
合
政
権
の
中
心
的
な
存
在
で
あ
っ
た
社
会
民
主
党

SP
D

（  
 

）
は
自
分
た
ち
の
階
級
内
と
、
自
分
た
ち
の
陣
営
に
取
り
込
み
た

い
中
間
層
の
も
つ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
感
情
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

cf.E
vans,2004

﹇    
          
﹈ 
 
。 
そ
の
こ
と
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と

（
１
）

い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
社
会
主
義
者
に
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
せ
る
か
と
い
う
難
題
を
投
げ
か
け
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
共
産
党

5 ――Ｅ・ニーキッシュの「抵抗思想」について



は
、
自
党
へ
の
支
持
拡
大
を
狙
っ
て
（
も
ち
ろ
ん
モ
ス
ク
ワ
か
ら
の
指
令
に
よ
る
が
、）
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
感
情
を
積
極
的
に
活
用
し

よ
う
と
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
共
産
党
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
の
対
応
は
、
中
間
層
の
若
者
と
新
た
に
中
間
層
に
参
入
し
た
一
部
を

獲
得
で
き
る
と
す
る
楽
観
的
な
戦
術
で
し
か
な
か
っ 
た 
。
こ
れ
は
戦
術
レ
ベ
ル
の
ソ
連
へ
の
接
近
姿
勢
が
、
原
理
的
に
反
西
ヨ
ー
ロ
ッ

（
２
）

パ
的
で
も
な
く
、
軍
部
、
外
交
界
、
資
本
家
に
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
親
ソ
路
線
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ボ
ル
シ
ェ

ヴ
ィ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
る
。
し
か
し
、
別
の
も
う
ひ
と
つ
の
流
れ
が
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
共
産
党
と
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
内
部
に
あ
っ
た
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
の
動
き
で
あ
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
す
べ
て
は
「
東
方
志
向
（
ソ
連
と
の
調
停
政
策
）」
の

支
持
者
で
あ
る
。
こ
の
名
称
で
一
括
り
で
称
せ
ら
れ
る
人
々
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
敗
戦
国
と
、
帝
国
主
義
の
犠
牲
者
を
「
西
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
の
支
配
か
ら
解
放
」
と
い
う
同
盟
意
識
が
あ
っ
た

Stern,1961:396

﹇                ；

脇
、
一
九
七
六：

一
四
五
‐
一
四
六
﹈。

　

と
こ
ろ
が
後
者
に
位
置
し
な
が
ら
、
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
価
値
と
ド
イ
ツ
左
翼
主
義
の
価
値
の
和
解
に
期
待
し

た
左
翼
急
進
主
義
者
で
は
例
外
的
な
人
物
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
ド
イ
ツ
国
民
を
国
内
外
か
ら
の
搾
取
者
に
対
す
る
抵
抗
を
組
織
し
よ

う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
二
〇
年
代
、
一
九
三
〇
年
代
、
極
右
主
義
と
極
左
主
義
の
主
張
者
に
あ
っ
て
、
社
会
保
守
主
義
者
の
代
表
者
が
資
本
主
義
と
社

会
主
義
の
間
の
中
道
路
線

m
iddle

w
ay

（ 
       
  

）
を
提
示
し
行
動
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
社
会
保
守
主
義
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
そ
の
レ
ト

リ
ッ
ク
と
そ
の
教
義
を
借
用
す
る
こ
と
で
自
己
を
正
当
化
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
代
表
的
人
物
は
二
人
い
る
。
ひ
と
り
は
一
九
世
紀
の
反
動
主
義
者
で
あ
る
O
・
シ
ュ
ペ
ン
グ
ラ
ー
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
り
が
本

論
で
紹
介
す
る
マ
ル
ク
ス
主
義
者
で
あ
っ
た
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
で
あ
る
。
両
者
は
「
社
会
保
守
主
義
者
」
と
し
て
反
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
主

義
の
立
場
と
、
そ
の
共
和
国
時
代
に
抵
抗
を
試
み
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
の
ち
実
際
の
行
動
で
も
思
想
に
お
い
て
も
、
そ
の

「
予
言
者
」
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
両
者
と
も
「
社
会
保
守
主
義
」
と
い
う
装
飾
を
施
し
、
そ
の
実
践
に
移
そ
う
と
し
た
。
と
り
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わ
け
、
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
の
思
想
と
行
動
で
は
、
自
己
の
見
解
の
本
質
と
そ
の
行
動
と
の
間
の
区
別
が
不
明
瞭
で
未
完
成
の
形
で
終
わ
っ

て
し
ま
っ
た
。

　

シ
ュ
ペ
ン
グ
ラ
ー
は
戦
前
の
第
二
帝
政
社
会
に
最
も
感
傷
的
、
知
的
に
共
感
し
た
人
物
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
は

帝
政
時
代
に
敵
意
を
も
っ
て
回
顧
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
者
と
も
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
時
代
に
お
い
て
、
当
時
と
し
て
は
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
社
会
主
義
と
い
う
異
な
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
和
解
を
図
る
こ
と
で
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
体
制
を
批
判
的
に
捉
え
て
い
た
。

　

シ
ュ
ペ
ン
グ
ラ
ー
は
、
保
守
主
義
者
と
し
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
前
の
ド
イ
ツ
の
過
去
か
ら
の
拘
束
を
解
放
す
る
こ
と
を
目
指
し
た

が
、
そ
の
こ
と
が
結
果
的
に
は
ナ
チ
ズ
ム
に
極
め
て
近
い
立
場
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
。
他
方
、
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
は
、
社
会
主
義
者
と

し
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
を
糾
弾
し
、
そ
の
打
倒
を
目
指
そ
う
と
し
た
。
結
果
的
に
は
シ
ュ
ペ
ン
グ
ラ
ー
と
異
な
り
、
ヒ
ト
ラ
ー
に
激

し
く
抵
抗
し
た
の
で
あ
る
。
両
者
と
も
自
己
流
の
立
場
か
ら
、
敗
戦
国
ド
イ
ツ
国
内
の
様
々
な
闘
争
と
戦
勝
国
か
ら
の
政
治
的
、
経
済

的
な
抑
圧
か
ら
の
解
放
に
向
け
て
ド
イ
ツ
国
民
を
動
員
し
よ
う
と
試
み
た
の
で
あ
る
。

　

ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
の
「
抵
抗
思
想
」
は
三
つ
の
淵
源
が
あ
る

V
gl.N

iekisch,1965

﹇ 
     
             
﹈。

一
、
彼
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
者
と
し
て
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
体
制
と
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
体
制
に
抵
抗
を
示
す
決
意
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

二
、
ド
イ
ツ
革
命
の
結
果
と
し
て
、
外
交
関
係
に
お
い
て
ソ
連
型
全
体
主
義
社
会
を
模
倣
す
る
こ
と
と
そ
れ
と
協
調
を
目
指
す
「
東
方

志
向

eastern
orientation

（                   

）」
を
目
指
す
理
由
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

三
、
敗
戦
と
賠
償
は
彼
が
も
つ
ド
イ
ツ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
、
彼
に
と
っ
て
不
条
理
な
こ
と
へ
の
抗
議
を
含
め
た
ミ
リ
タ
ン
ト
な
行

動
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
時
代
に
は
、
こ
の
三
つ
の
、
別
々
に
意
味
あ
る
考
え
方
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
「
抵
抗
思
想
」
に
結
実
し
、
三
つ
の

淵
源
を
分
か
ち
が
た
い
思
想
と
し
て
結
合
さ
せ
、
あ
る
面
で
は
奇
妙
な
融
合
が
図
ら
れ
た
形
で
表
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ニ
ー
キ
ッ
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シ
ュ
の
「
抵
抗
思
想
」
は
共
和
国
末
期
の
ナ
チ
ス
政
権
前
夜
に
は
結
果
的
に
は
活
か
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
原
因
は
彼
の
思

想
に
社
会
保
守
主
義
的
要
素
を
導
入
す
る
こ
と
へ
の
こ
だ
わ
り
に
原
因
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
が
限
界
で
あ
っ
た
と
も
言
え

る
。

　
　
　
　
　
　

3
�
ソ
連
へ
の
様
々
な
立
場
か
ら
の
接
近

　　

一
九
一
九
年
保
守
主
義
者
P
・
エ
ル
ツ
バ
ハ
ー
は
、
ド
イ
ツ
は
ボ
ル
シ
ュ
ヴ
ィ
ズ
ム
の
ほ
う
が
西
洋
列
強
諸
国
の
「
奴
隷
化

enslavem
ent

（        
   
）」
す
る
よ
り
も
望
ま
し
い
と
い
う
主
旨
の
冊
子
を
発
行
し
た
こ
と
が
あ
る
。
外
交
で
の
東
方
志
向
は
一
九
世
紀
以
来
の

北
ド
イ
ツ
保
守
主
義
者
の
「
夢
と
願
望
」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
レ
ー
ニ
ン
の
連
合
国
へ
の
嫌
悪
は
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
平
和
会
議
で
の
ド

イ
ツ
代
表
で
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
ド
ル
フ
・
ラ
ン
ツ
オ
イ
伯
の
よ
う
な
愛
国
主
義
者
に
う
ま
く
利
用
さ
れ
た
。
彼
は
ソ
連
を
ド
イ
ツ
と
は
別

の
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
国
家
と
見
な
す
。
ド
イ
ツ
が
戦
勝
国
へ
の
外
交
手
段
を
失
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
再
獲
得
す
る
た
め
に
も
、
ド
イ
ツ

が
ソ
連
に
接
近
す
る
こ
と
で
外
交
上
の
不
利
さ
を
補
う
条
件
に
活
用
し
よ
う
と
企
図
し
た
。
こ
れ
は
シ
ュ
ト
レ
ー
ゼ
マ
ン
政
府
が
西
側

戦
勝
国
と
敗
戦
国
ソ
連
の
間
を
行
き
来
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
ブ
ラ
ン
コ
外
交
」
と
同
じ
発
想
で
あ
る
。
独
ソ
関
係
の
改
善
は
一
九
一
九

年
ド
イ
ツ
軍
の
ヒ
ン
ツ
将
軍
と
バ
ウ
ア
ー
大
尉
が
当
時
ド
イ
ツ
に
収
監
中
の
ソ
連
共
産
党
の
代
表
の
ひ
と
り
で
あ
る
ラ
デ
ッ
ク
（
ブ
ル

ガ
リ
ア
共
産
党
）
へ
の
訪
問
が
そ
の
証
拠
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
は
ソ
連
に
門
戸
を
開
放
す
る
こ
と
か
ら
ド
イ
ツ
の
国
際
政
治
で
の
有
益
さ

を
感
じ
て
い
た

cf.L
evobics,1969

:140-150

﹇     
                       
﹈。

　

左
翼
の
人
々
で
は
、
H
・
ラ
ウ
フ
ォ
イ
ベ
ル
ク
と
Ｆ
・
ヴ
ォ
ル
フ
ヘ
イ
ム
と
い
う
共
産
主
義
者
が
一
九
一
九
年
一
一
月
に
「
革
命
的

政
党
間
の
休
戦
協
定
」
を
弁
護
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
前
年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
共
産
主
義
者
が
ド
イ
ツ
軍
や
義
勇
軍
か
ら
の
弾
圧

を
受
け
た
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
は
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
体
制
側
の
戦
勝
国
を
憎
悪
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
で
あ
る
旧
タ
イ
プ
の
軍
隊
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を
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
軍
に
切
り
替
え
る
た
め
に
、
帝
政
時
代
の
軍
人
に
指
導
さ
れ
る
ド
イ
ツ
赤
軍
を
創
設
し
よ
う
と
し
た
。
自
分
た
ち
の

側
の
兵
士
は
「
統
一
し
た
人
民
」
の
名
に
お
い
て
反
資
本
主
義
感
情
に
動
機
づ
け
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
に
は
西
側
諸
国
と
の
対
立
に
お

い
て
、
ソ
連
が
ド
イ
ツ
の
立
場
を
支
援
し
て
く
れ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
国
内
の
階
級
闘
争
は
外
交
政
策
に
影
響
を
も
た
ら
す

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
時
、
レ
ー
ニ
ン
は
こ
の
思
惑
を
マ
ル
ク
ス
主
義
者
の
「
小
児
病
」
と
し
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
共
産
主
義
の
教

義
と
性
格
づ
け
を
批
判
し
、
ド
イ
ツ
共
産
党
指
導
者
は
そ
れ
を
受
諾
し
、
結
果
、
ソ
連
の
方
針
に
よ
っ
て
当
初
の
構
想
が
「
逸
脱
」
し

て
い
た
と
宣
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

　

だ
が
、
こ
の
「
逸
脱
」
は
一
九
二
三
年
の
ル
ー
ル
危
機
で
の
新
た
な
党
戦
術
と
し
て
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
共
産

党
は
新
し
い
支
持
者
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
フ
ラ
ン
ス
軍
に
抵
抗
し
処
刑
さ
れ
た
若
者
を
賛
美
す
る
こ
と
で
、
国
民
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
を
利
用
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
保
守
主
義
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
で
あ
る
E
・
v
・
レ
ヴ
ェ
ン
ト
ロ
ウ
伯
で
さ
え
が
『
赤
旗
』

に
そ
の
英
雄
的
行
動
を
賛
美
す
る
記
事
を
寄
稿
す
る
こ
と
を
依
頼
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
企
図
は
明
ら
か
に
共
産
党
が
国
民
か
ら
の

支
持
を
得
よ
う
と
す
る
戦
術
で
し
か
な
か
っ 
た 
。

（
３
）

　
　
　
　
　
　

４
�
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
の
時
代
認
識
と
思
想
形
成

　　

こ
の
事
件
か
ら
、
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
は
戦
後
五
年
フ
ラ
ン
ス
の
ド
イ
ツ
へ
の
集
中
的
な
敵
意
と
弱
体
化
に
衝
撃
を
う
け
、
そ
れ
は
敗
戦

国
へ
の
「
裏
切
り
」
と
感
じ
た
。
そ
こ
で
、
彼
は
自
己
の
政
治
原
理
を
再
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
自
覚
す
る
。
だ
か
ら
、
こ
の

段
階
で
は
、
彼
は
ま
だ
社
会
に
む
か
っ
て
ド
ー
ズ 
案 
や
国
際
連
盟
加
盟
へ
の
批
判
を
表
明
し
て
い
な
い
。
彼
が
自
ら
革
命
的
な
「
抵
抗
」

（
４
）

と
称
す
る
思
想
に
本
格
的
に
取
り
込
み
、
自
ら
の
組
織
の
設
立
に
着
手
す
る
の
は
そ
の
二
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
彼
自
身

は
ド
イ
ツ
の
無
能
力
を
信
用
し
な
か
っ
た
し
、
認
め
た
く
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
九
二
四
年
に
「
ド
イ
ツ
人
は
自
ら
の
未
来
を
裏

9 ――Ｅ・ニーキッシュの「抵抗思想」について



切
っ
て
い
る
」
と
述
べ
る
。
も
し
ド
イ
ツ
人
が
革
命
的
な
人
民
で
あ
る
こ
と
に
留
ま
る
な
ら
、
情
熱
と
粘
り
強
い
意
思
を
も
っ
て
、
現

在
の
国
際
的
な
権
力
関
係
を
転
覆
す
る
た
め
に
行
動
を
起
こ
す
こ
と
を
決
意
す
る

Sch

﹇   

� �ddekopf,1972

             
﹈。

　

一
九
二
五
年
ロ
カ
ル
ノ
協
定
が
成
立
し
た
。
そ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
新
た
な
時
代
の
和
解
を
示
す
か
に
見
え
そ
う
で
あ
っ
た
。
Ｇ
・

シ
ュ
ト
レ
ー
ゼ
マ
ン
外
相
は
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
に
規
定
さ
れ
た
賠
償
債
務
で
の
ド
イ
ツ
の
「
履
行
政
策
」
を
果
た
そ
う
と
す
る
の
で

あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
イ
タ
リ
ア
の
代
表
に
よ
る
同
協
定
は
、
シ
ュ
ト
レ
ー
ゼ
マ
ン
が
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
で

の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
領
土
安
定
を
ド
イ
ツ
に
保
障
し
た
も
の
と
理
解
し
、
一
連
の
領
土
不
可
侵
と
調
停
合
意
に
署
名
し
た
。
シ
ュ

ト
レ
ー
ゼ
マ
ン
は
、
こ
れ
と
の
交
換
条
件
と
し
て
、
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
を
占
領
す
る
戦
勝
国
軍
隊
の
早
期
撤
収
を
連
合
国
側
が
受
諾
す
る

こ
と
を
目
論
ん
だ
の
で
あ
る
。
超
国
家
間
に
よ
る
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
安
定
」
を
実
現
に
す
る
た
め
に
愛
国
的
な
ド
イ
ツ
外
相
の
考
え
か

ら
提
示
さ
れ
、
交
渉
の
良
好
な
結
果
が
も
た
ら
さ
れ 
た 
。

（
５
）

　

ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
が
激
し
く
自
説
を
展
開
し
発
言
す
る
の
は
、
こ
の
国
際
的
安
定
の
回
復
の
瞬
間
が
成
立
し
た
と
さ
れ
た
と
き
以
降
か

ら
で
あ
る
。
一
九
二
四
年
以
降
、
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
は
「
ホ
フ
ガ
イ
ス
マ
ー
・
サ
ー
ク
ル
」
に
集
う
若
い
社
会
主
義
者
と
活
動
を
と
も
に

す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
サ
ー
ク
ル
の
人
々
は
、
社
会
主
義
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
分
け
隔
て
る
垣
根
を
取
り
除
く
よ
う
に
な
る
。
若

い
社
会
主
義
者
は
穏
健
な
一
九
二
五
年
社
民
党
の
「
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
綱
領
」
に
批
判
的
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
一
八
九
一
年
「
エ
ル
フ

ル
ト
綱
領
」
に
あ
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
価
値
（
観
）
へ
の
関
与
に
不
満
を
も
っ
て
お
り
、「
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
綱
領
」
に
も
そ
の
点
で
失

望
し
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
そ
の
時
点
で
は
、
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
自
身
は
は
っ
き
り
し
た
立
場
を
示
さ
な
か
っ
た
。
彼
の
一
匹
狼
的

な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
社
民
党
に
は
当
惑
材
料
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
レ
ヴ
ェ
ン
ト
ロ
ウ
伯
と
の
接
触
は
党
内
に
お
い
て
疑
惑
を
呼
び
、

さ
ら
に
彼
の
党
内
の
立
場
を
悪
化
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
彼
は
、
当
時
ザ
ク
セ
ン
が
共
産
化
し
た
際
に
、
社
民
党
、
民
主
党

D
D
P

（ 
 
 

）、
民

族
人
民
党

D
N
V
P

（ 
 
 
 

）
に
よ
る
連
合
政
権
案
を
提
出
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
一
九
二
六
年
に
社
民
党
か
ら
除
名
さ
れ
る
。
同
時
に
、
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「
若
き
社
会
主
義
者
」
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
か
ら
も
排
除
さ
れ
、
そ
の
後
社
民
党
は
そ
の
組
織
自
体
を
解
散
さ
せ
て
し

て
し
ま
っ
た

V
gl.N

iekisch,1965

﹇ 
     
             
﹈。

　

ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
は
、
一
九
二
六
年
「
ホ
フ
ガ
イ
ス
マ
ー
・
サ
ー
ク
ル
」
の
最
終
回
状
に
お
い
て
、
ロ
カ
ル
ノ
体
制
・
時
代
の
精
神
、

哲
学
、
政
治
へ
の
攻
撃
に
着
手
し
、
ロ
カ
ル
ノ
協
定
に
参
加
し
た
ド
イ
ツ
の
交
渉
を
東
側
世
界
、
つ
ま
り
ソ
連
へ
の
裏
切
り
と
酷
評
し

た
。
い
わ
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
安
定
は
ド
イ
ツ
に
不
利
益
を
も
た
ら
す
ば
か
り
か
、
か
え
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
を
不
安
定
・
複
雑
化

す
る
こ
と
に
な
る
と
論
じ
、
だ
か
ら
そ
の
状
況
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
は
大
国
の
地
位
へ
の
回
復
を
も
た
ら
す
余
地
を
見
出
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
期
待
す
る
、
と
主
張
し
た

Sch

﹇   

� �ddekopf,1970

             
﹈。
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
は
ロ
カ
ル
ノ
条
約
を
ド
イ
ツ
国
民
の
利
益
に
反
す

る
「
犯
罪
」
と
見
な
し
た
の
で
、
ド
イ
ツ
が
外
交
的
な
一
撃
を
加
え
る
こ
と
で
、
ロ
カ
ル
ノ
体
制
を
中
断
さ
せ
、
ド
イ
ツ
の
地
位
を
回

復
す
る
方
途
を
示
そ
う
と
す
る
。

　

そ
の
後
も
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
は
ロ
カ
ル
ノ
体
制
に
つ
い
て
相
変
わ
ら
ず
批
判
を
続
け
て
い
た

N
iekisch,1965:130ff

﹇ 
                    
﹈。
彼
に
よ
れ
ば
、

シ
ュ
ト
レ
ー
ゼ
マ
ン
外
相
は
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
を
再
承
認
し
エ
ス
ザ
ス
・
ロ
ー
ト
リ
ン
ゲ
ン
（
ア
ル
ザ
ス
・
ロ
レ
ー
ヌ
）
な
ど
の
放

棄
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
を
さ
ら
に
弱
体
化
さ
せ
て
い
る
、
と
断
罪
し
た
。
彼
に
言
わ
せ
れ
ば
、
シ
ュ
ト
レ
ー
ゼ
マ
ン
は
ド
イ
ツ
に
と
っ
て

の
西
側
諸
国
の
抑
圧
者
の
「
友
情
や
恩
恵
」
に
す
が
り
そ
の
見
返
り
を
求
め
よ
う
と
し
た
が
、
ド
イ
ツ
国
民
の
死
活
的
な
国
益
を
裏

切
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
彼
は
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
を
押
し
付
け
た
強
国
の
論
理
に
対
抗
で
き
る
急
進
的
か
つ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な

「
抵
抗
思
想
」
を
宣
伝
す
る
活
動
に
従
事
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
二
六
年
七
月
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
は
自
ら
の
定
期
刊
行
物
を
発
刊
し
た
。
そ
れ
が
『
抵
抗
：
社
会
主
義
・
民
族
主
義
革
命
政
治
雑
誌

（D
er
W
iederstand:B

l

 
    
             
 � �tter

f

      � �r
sozialistische

und
nationalrevolut

                                    ion

   � �re
P
olitik

    
      

）』
で
あ
る
。
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
は
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な

立
場
か
ら
の
反
対
」
と
名
づ
け
る
思
想
に
読
者
の
行
動
を
駆
り
立
て
る
こ
と
を
期
待
し
た
。
彼
の
自
説
を
雑
誌
の
前
書
き
で
述
べ
て
い
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る
。

　
「
ド
イ
ツ
国
民
が
革
命
的
人
民
と
し
て
行
動
す
る
か
、
無
気
力
に
抑
圧
さ
れ
、
自
由
の
あ
る
地
位
か
ら
排
除
さ
れ
る
か
」。
彼
は
第
一

に
自
国
の
連
合
国
か
ら
の
桎
梏
を
取
り
除
き
、
第
二
に
ド
イ
ツ
労
働
者
の
解
放
を
目
指
す
こ
と
に
あ
る
。
社
会
的
抑
圧
の
解
除
、
こ
れ

が
な
く
な
ら
な
い
限
り
、
ド
イ
ツ
の
「
奴
隷
状
態
」
か
ら
の
解
放
は
あ
り
え
な
い
、
と
論
じ
た

B
uchheim

,1957

﹇ 
       
      
﹈。

　

と
こ
ろ
が
、
一
九
二
六
年
ご
ろ
ま
で
に
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
は
自
ら
が
孤
立
無
援
状
態
に
い
る
と
理
解
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
こ
と
は

彼
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
最
初
の
著
述
と
そ
れ
に
関
連
し
た
人
々
と
の
接
触
に
よ
っ
て
、
さ
き
に
記
し
た
よ
う
に
社
民
党
か
ら

除
名
処
分
を
受
け
た
こ
と
に
表
れ
て
い
た
。
ま
だ
こ
の
段
階
で
は
、
彼
は
自
ら
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
活
動
に
よ
る
成
果
を
達

成
さ
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
彼
が
想
定
す
る
行
動
単
位
は
定
期
刊
行
物
『
抵
抗
』
を
執
筆
す
る
「
舞
台
」
だ
け
で
あ
り
、
そ
こ
に
集

う
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
少
数
派
エ
リ
ー
ト
集
団
を
結
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
自
身
が
初
め
て
民
族
至
上
主

義
者

V（ 

� �lkische

       
）
と
共
産
主
義
者

K
om
m
unist

（ 
  
 
     
）
の
同
盟
を
画
策
す
る
思
想
を
編
み
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

５
�
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ

　　

ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
の
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
は
、
ド
イ
ツ
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
解
放
を
煽
動
す
る
た
め
に
西
側
諸
国
の
ソ
連
拒
否
へ
の
対
抗

上
の
戦
術
・
レ
ト
リ
ッ
ク
と
は
単
純
に
見
な
せ
な
い
思
想
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
思
想
は
イ
タ
リ
ア
の
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
が
国
家
主

義
と
主
張
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ナ
チ
ズ
ム
も
フ
ァ
シ
ズ
ム
も
あ
る
種
の
社
会
主
義
的
政
策
を
採
用
し
た
と
し
て
も
、
民
族
・
国

家
と
社
会
主
義
の
ど
ち
ら
に
ウ
ェ
イ
ト
を
か
け
た
か
を
考
え
れ
ば
、
当
然
そ
の
回
答
が
得
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム

も
国
家
万
能
で
あ
る
こ
と
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
ボ
ル
シ
ュ
ヴ
ィ
ズ
ム
の
両
方
を
社
会
的
で
ナ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ
る
も
の
と
論
じ
て
い
た
。
そ
の
相
違
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は
次
の
点
に
あ
る
。

　

第
一
に
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
は
社
会
問
題
の
解
決
か
ら
出
発
し
、
そ
し
て
実
質
的
に
人
民
か
ら
の
真
の
評
価
に
耐
え
う
る
と
こ
ろ
ま

で
到
達
す
る
。
第
二
に
フ
ァ
シ
ズ
ム
は
第
一
と
は
逆
の
順
番
に
従
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
る

N
iekisch,1958

﹇ 
             
﹈。
一
九
二
六
年
彼
は

「
労
働
者
と
ド
イ
ツ
の
未
来
」
に
関
す
る
論
評
を
編
纂
す
る
た
め
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
レ
ヴ
ェ
ン
ト
ロ
ウ
伯
を
説
得
し
、
彼
に
ド
イ

ツ
労
働
者
の
た
め
の
自
由
な
改
革
へ
の
共
感
を
示
し
た
「
他
の
陣
営
か
ら
」
と
題
す
る
コ
ラ
ム
を
寄
稿
さ
せ 
た 
。

（
６
）

　

ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
へ
の
批
判
者
は
一
九
二
六
年
か
ら
一
九
二
七
年
に
か
け
て
目
立
っ
て
存
在
し
な
か
っ
た
。
一
九
二
八
年
夏
、
彼
は
活

動
を
拡
大
す
る
た
め
に
ド
レ
ス
デ
ン
を
去
り
、
ベ
ル
リ
ン
で
定
期
刊
行
物
を
出
版
し
続
け
る
こ
と
を
決
意
し
抵
抗
出
版
社
を
設
立
し 
た 
。

（
７
）

ベ
ル
リ
ン
で
は
、「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」
サ
ー
ク
ル
を
組
織
化
す
る
。
彼
は
一
九
二
九
年
と
一
九
三
〇
年
に
い
く
つ
か
の

著
書
を
執
筆
す
る
中
で
、
ま
た
『
抵
抗
』
に
お
い
て
、
彼
の
論
じ
る
「
抵
抗
思
想
」
を
精
緻
化
し
て
い
る
。
そ
の
作
業
を
通
じ
て
、

ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
の
「
抵
抗
思
想
」
は
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」
サ
ー
ク
ル
で
容
認
さ
れ
始
め
た
の
で
あ
る
。

　

ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
基
づ
く
解
放
に
関
す
る
思
想
は
、
彼
の
社
会
主
義
観
に
よ
っ
て
い
っ
そ
う
条
件
づ
け
ら
れ
て

く
る
。
ド
イ
ツ
政
府
は
、
フ
ラ
ン
ス
と
ベ
ル
ギ
ー
の
両
軍
が
ル
ー
ル
に
侵
攻
し
た
際
、
ド
イ
ツ
人
は
自
ら
の
財
政
の
破
壊
を
強
い
る
消

極
的
抵
抗
を
行
使
さ
せ
た
。
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
は
、
大
企
業
が
抵
抗
費
用
を
支
払
う
代
わ
り
に
、
大
企
業
の
道
具
と
化
し
た
、
と
当
時
の

ク
ー
ノ
政
府
を
告
発
す
る
の
で
あ
る
。
彼
に
言
わ
せ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
政
府
が
費
用
を
捻
出
さ
せ
る
こ
と
を
国
民
に
強
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
国
益
の
多
く
は
略
奪
さ
れ
た
中
間
層
、
裏
切
ら
れ
た
労
働
者
階
級
の
も
の
で
あ
る
。
最
終
的
に
彼
ら
は
抵
抗
の
負
担
を
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
人
々
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
大
産
業
家
と
金
融
資
本
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
財
を
増
す
一
方
に
あ
り
、
市
民
へ
の

責
任

Staatsb

（       

� �rgersinn

        

）
を
果
た
さ
ず
に
い
る

N
iekisch,1968

﹇ 
             
﹈。

　

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
、
賠
償
、
ル
ー
ル
占
領
、
ド
ー
ズ
案
、
ヤ
ン
グ
案
の
す
べ
て
は
、
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
か
ら
見
れ
ば
、
ド
イ
ツ
国
民
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を
西
側
列
強
国
の
「
奴
隷
」
に
し
て
い
る
証
拠
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
ド
イ
ツ
の
敵
が
ド
イ
ツ
に
服
従
を
強
い
る
手
段
は
、
西

側
列
強
国
と
国
際
資
本
の
私
的
所
有
（
制
）
の
概
念
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ド
ー
ズ
案
の
転
換
は
商
業
上
の
負
債
を
政
治
的
負
債
に
置
き

換
え
た
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
は
ド
イ
ツ
の
賠
償
の
受
取
国
に
対
し
て
債
務
国
の
ド
イ
ツ
だ
け
に
一
方
的
に
課
せ
ら
れ
た
も
の
で
し
か
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
誇
り
を
踏
み
に
じ
る
行
為
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

ド
イ
ツ
の
賠
償
支
払
意
思
の
な
い
こ
と
を
条
約
の
破
棄
で
示
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

　

ド
イ
ツ
国
民
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
で
な
く
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
で
あ
る
。
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
は
、
ド
イ
ツ
人
が
非
ド
イ
ツ
的
な
私
的
所

有
（
制
）
へ
の
崇
拝
を
拒
絶
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
そ
の
こ
と
は
国
内
外
か
ら
解
放
の
目
標
と
す
る
反
撃
を
開
始
す
べ
き
で
あ
る
、
と

主
張
し
た
。
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
の
政
策
実
施
論
に
よ
れ
ば
、
私
的
所
有
（
制
）
の
自
己
解
消
は
資
本
主
義
と
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
秩
序
を
同
時

に
拒
否
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
目
的
の
た
め
に
は
、
ド
イ
ツ
労
働
者
は
「
国
家
の
兵
士
」
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
兵
士
」

に
は
義
務
・
規
律
・
自
己
服
従
・
忠
誠
・
奉
仕
と
犠
牲
へ
の
意
思
が
美
徳
と
す
る
の
は
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
要
素
は
プ
ロ
イ
セ

ン
流
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
表
明
す
る
こ
と
で
あ
る

N
iekisch,1968

﹇ 
             
﹈。

　

保
守
主
義
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
の
経
済
思
想
は
、
革
命
的
な
社
会
主
義
者
の
そ
れ
と
区
別
で
き
ず
、「
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
を
主
張
す
る
シ
ュ
ペ
ン
グ
ラ
ー
の
プ
ロ
イ
セ
ン
流
社
会
主
義
と
類
似
す
る
。

　
　
　
　
　
　

6
�
社
会
主
義
者
と
し
て
の
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ

　　

ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
歴
史
的
正
当
性
を
証
明
す
る
こ
と
を
試
み
な
が
ら
、
マ
ル
ク
ス
主
義
と
自

由
主
義
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
許
容
し
な
い
こ
と
も
要
す
る
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
と
っ
て
、「
人
間
性
」

「
国
際
化
」
の
よ
う
な
要
素
は
ド
イ
ツ
精
神
性
の
た
め
に
ド
イ
ツ
国
民
に
不
必
要
で
あ
る
、
と
考
え
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
彼
は
だ
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れ
の
利
益
に
な
る
の
か
と
問
う
て
い
る
。
ド
イ
ツ
が
現
状
を
追
認
す
る
だ
け
だ
と
、
ド
イ
ツ
国
民
が
西
側
諸
国
の
抑
圧
者
に
だ
け
奉
仕

す
る
こ
と
に
な
る
、
と
彼
は
結
論
づ
け
る
。
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
は
、
国
家
と
い
う
共
通
問
題
を
統
括
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
委
員
会
で
は
な

く
、
社
会
主
義
者
が
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
価
値
（
観
）
に
敵
意
を
抱
か
ず
に
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
政
治
的
に
中
立
的
、
不
可
欠
な
構
造
で

あ
る
こ
と
を
社
会
主
義
者
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
を
説
得
す
る
で
あ
る

N
iekisch,1968

﹇ 
             
﹈。

　

第
一
に
、
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
の
社
会
主
義
者
と
し
て
の
視
点
で
あ
る
。
彼
は
F
・
ラ
サ
ー
ル
を
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
社
会
主
義
者
」
と
し

て
評
価
す
る
。
ラ
サ
ー
ル
は
新
し
い
国
家
の
指
導
権
を
得
る
目
的
で
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
統
一
の
た
め
の
運
動
の
前
衛
に
労
働
者
を
位
置
づ

け
る
努
力
を
試
み
た
。
社
会
主
義
が
ラ
サ
ー
ル
主
義
的
な
コ
ー
ス
で
成
果
を
ど
の
よ
う
に
相
違
で
も
た
ら
せ
る
の 
か 
。

（
７
）

　

ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
利
益
の
た
め
に
ビ
ス
マ
ル
ク
を
引
用
す
る
。
ビ
ス
マ
ル
ク
は
ド
イ
ツ
人
に
自
由
主
義
的
「
夜

警
国
家
」
を
方
向
づ
け
な
か
っ
た
政
治
家
で
あ
る
。
あ
る
意
味
で
、
ビ
ス
マ
ル
ク
は
階
級
利
益
を
超
越
し
た
「
純
粋
な
国
家
」
を
創
造

し
よ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
国
内
政
策
か
ら
外
交
政
策
に
至
る
ま
で
で
あ
る
。
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
は
、
ビ
ス
マ
ル
ク
が
ド
イ
ツ
帝
国

を
創
設
す
る
際
の
マ
キ
ャ
ベ
リ
ズ
ム
的
手
腕
を
高
く
評
価
す
る
。
ド
イ
ツ
の
外
交
政
策
の
目
的
は
軍
事
上
の
安
全
保
障
と
国
益
と
が
結

び
つ
い
て
お
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な 
い 
。
だ
か
ら
、
理
想
主
義
的
な
倫
理
（
観
）
で
一
国
の
外
交
政
策
は
妨
げ
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い

N
iekisch,

﹇ 
         

（
８
）

1958
;N
iekisch,1968

        
             
﹈ 

。

　

第
二
に
、
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
一
言
で
は
、「
ド
イ
ツ
人
は
ひ
と
つ
の
ド
イ
ツ
の
形
と
権
力

意
思
の
時
代
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

H
affner,2001

:298

﹇ 
                 
﹈。
ド
イ
ツ
が
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
に
服
従
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
で
主
権

を
制
限
さ
れ
、
国
際
連
盟
の
一
加
盟
国
と
な
っ
て
そ
の
主
導
国
に
制
約
を
受
け
る
か
ぎ
り
、
彼
の
主
張
す
る
外
交
目
標
を
履
行
す
る
こ

と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
、
彼
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
人
自
身
に
「
不
忠
誠
の
行
為
の
罪
」
を
強
要

さ
れ
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
ド
イ
ツ
は
西
側
戦
勝
国
が
構
築
し
た
世
界
像
を
粉
砕
す
べ
き
役
割
を
担
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
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ド
イ
ツ
は
自
ら
の
解
放
の
外
交
政
策
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
も
、
ド
イ
ツ
国
民
は
あ
る
種
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
姿
勢
を
採
用
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
で
ド
イ
ツ
は
、
か
つ
て
の
プ
ロ
イ
セ
ン
の
よ
う
な
行
動
を
と
っ
て
権
力
国
家

M
achtstaat

（ 
         
）
に
到
達
で
き
う

る
。
と
こ
ろ
が
現
実
で
は
、
ド
イ
ツ
国
民
は
プ
ロ
イ
セ
ン
的
な
性
格
を
喪
失
し
て
し
ま
っ
た
。
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
は
西
側
戦
勝
国
の

た
め
だ
け
の
存
在
に
な
っ
て
い
る
。
今
や
プ
ロ
イ
セ
ン
的
な
考
え
方
で
あ
る
「
ポ
ツ
ダ
ム
思
想
」
を
速
や
か
に
再
現
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

第
三
に
、「
ポ
ツ
ダ
ム
思
想
」
は
具
体
的
に
ど
う
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
か

H
affner,2001

﹇ 
            
﹈。
そ
れ
は
ド
イ
ツ
を
悪
化
さ
せ
た
西
側
戦

勝
国
の
政
治
・
経
済
・
社
会
と
対
象
的
な
シ
ス
テ
ム
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
は
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
属
す
る
こ
と
を
拒
否
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
も
う
一
度
、
プ
ロ
イ
セ
ン
的
経
験
に
起
源
を
も
つ
思
想
を
再
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
資
本
主
義
と
ヒ

ト
ラ
ー
の
国
民
社
会
主
義
へ
の
真
の
革
命
的
敵
対
者
は
、
異
な
っ
た
方
法
で
知
的
遺
産
と
し
て
残
る
。
例
え
ば
、
非
妥
協
的
な
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ル
・
ボ
ル
シ
ュ
ヴ
ィ
キ
と
し
て
、
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
は
一
九
二
六
年
雑
誌
『
抵
抗
』
を
媒
体
に
そ
の
運
動
を
開
始
す
る
。
彼
は
「
社

会
主
義
的
革
命
的
政
策
」
か
ら
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
を
資
本
主
義
と
一
体
化
し
た
も
の
と
し
、
そ
の
対
照
と
し
て
「
プ
ロ
イ
セ
ン
」
を

社
会
主
義
的
存
在
と
見
な
し
た
。
そ
し
て
、
共
産
主
義
国
の
ソ
連
が
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
よ
り
は
る
か
に
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ド
イ
ツ
的
で

あ
る
、
と
主
張
し
た

N
iekisch,1958:136;N

iekisch,1965

﹇ 
                     
             :167ff;Stern,1961:265
                         
﹈。

　

結
局
、「
ポ
ツ
ダ
ム
思
想
」
の
具
体
化
は
全
体
国
家

totalstate

（           
）
の
実
現
で
あ
る
。
そ
の
中
に
経
済
、
社
会
、
文
化
は
国
家
に
よ
っ

て
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
を
割
り
当
て
ら
れ
る
。
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ド
イ
ツ
人
の
政
治
倫
理
観
の
中
核
部
分
は
、「
ポ
ツ
ダ
ム
理
念
」
と
「
ド

イ
ツ
の
抗
議
」
の
形
で
、
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
の
抵
抗
精
神
に
宿
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

B
uchheim

,1958
:351

﹇ 
       
            
﹈。

　

さ
ら
に
、
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
は
、
西
側
戦
勝
国
の
論
理
を
批
判
す
る
だ
け
で
な
く
、
プ
ロ
イ
セ
ン
的
な
論
理
で
対
抗
し
な
が
ら
、「
ポ

ツ
ダ
ム
思
想
」
対
「
西
側
思
想
」
を
超
越
す
る
テ
ー
マ
に
取
り
掛
か
ろ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
彼
の
思
考
か
ら
す
れ
ば
、
全
体
主
義
体
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制
の
ソ
連
は
「
ポ
ツ
ダ
ム
思
想
」
を
実
現
し
た
国
家
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ド
イ
ツ
を
再
び
「
プ
ロ
イ
セ
ン
的
性
格
を
も
つ
国
家
」
と
し
、

そ
し
て
ポ
ツ
ダ
ム
と
モ
ス
ク
ワ
の
間
に
「
協
商
関
係

entente

（       
）」
を
支
持
す
る
よ
う
に
労
働
者
に
呼
び
か
け
、
ソ
連
と
同
盟
す
る
こ
と

で
、
ド
イ
ツ
を
国
内
外
の
奴
隷
状
態
か
ら
解
放
で
き
る
。
古
い
タ
イ
プ
の
貴
族
的
軍
人
の
徳
を
称
賛
す
る
こ
と
で
、
一
方
で
は
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ス
ト
の
理
想
主
義
を
訴
え
な
が
ら
、
他
方
で
は
反
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
立
場
で
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
若
者
を
魅
了
し
よ
う
と
し
た
。
長
期

的
な
計
画
は
ド
イ
ツ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
壊
滅
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
彼
は
マ
ル
ク
ス
主
義
的
で
あ
る
。
一
時
的
に
で
も
ソ
連
と

ド
イ
ツ
の
協
力
は
、
世
界
の
牙
城
で
あ
る
西
側
諸
国
の
植
民
地
状
態
に
あ
る
ド
イ
ツ
を
「
外
敵
か
ら
の
解
放
」
へ
の
目
標
に
向
か
う
こ

と
を
可
能
と
す
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
三
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
、
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
と
ユ
ン
ガ
ー
は
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
ユ
ン
ガ
ー
は
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
の
反
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
態
度
を
共
有
で
き
な
か
っ
た

Sturve,1973:383,389

﹇                      ；

脇
、
一
九

七
二：

一
四
四
﹈。

　
　
　
　
　
　

7
�
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
の
時
代
へ
の
「
抵
抗
」

　　

ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
の
述
べ
る
「
ポ
ツ
ダ
ム
思
想
」「
抵
抗
思
想
」
は
、
保
守
陣
営
の
人
々
に
も
あ
る
程
度
共
有
す
る
考
え
方
で
あ
り
、

そ
れ
ほ
ど
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
が
論
じ
る
時
代
に
対
す
る
形
態
の
把
握
力
と
自
ら
の
方
針
へ
の
説
得
力

は
、
新
た
な
抵
抗
勢
力
を
結
集
す
る
作
用
を
果
た
す
可
能
性
と
な
る
。
仮
に
第
一
次
世
界
大
戦
敗
戦
前
に
ド
イ
ツ
が
、
一
九
一
七
年
ブ

レ
ス
ト
・
リ
ト
ヴ
ィ
ス
ク
条
約
に
お
い
て
、
ソ
連
と
の
友
好
関
係
、
さ
ら
に
同
盟
に
ま
で
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
で
き
る
機
会
を
採
用
し
て
い

た
な
ら
、
戦
後
に
独
ソ
両
国
は
英
仏
な
ど
の
西
側
戦
勝
国
に
対
抗
す
る
共
同
戦
線
を
張
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ

は
結
果
論
で
し
か
な
い
。
ド
イ
ツ
が
敗
戦
を
迎
え
た
ゆ
え
に
編
み
出
さ
れ
た
外
交
戦
略
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
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で
は
、
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
は
ソ
連
共
産
党
を
ど
の
よ
う
に
見
な
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
ソ
連
共
産
党
の
概
念
と
彼
の
解
釈

と
は
矛
盾
す
る
と
い
う
よ
り
異
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
は
ソ
連
の
共
産
主
義
が
果
た
す
役
割
が
小
さ
い
、
と
考
え
る
。
ソ
連
国

民
の
大
部
分
を
占
め
る
農
民
に
は
そ
れ
を
理
解
し
果
た
す
こ
と
は
不
可
能
だ
と
見
な
し
た
。
ソ
連
は
あ
く
ま
で
も
「
農
民
国
家
」
で
あ

る
。
共
産
主
義
思
想
は
ソ
連
国
民
へ
の
一
種
の
レ
ト
リ
ッ
ク
で
し
か
な
か
な
い
。
彼
ら
の
使
用
す
る
「
共
産
主
義
思
想
（
ボ
ル
シ
ェ

ヴ
ィ
ズ
ム
）」
は
あ
く
ま
で
も
農
民
か
ら
得
ら
れ
る
忠
誠
心
の
源
泉
や
標
語
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
忠
誠

心
の
意
味
で
は
、
共
産
主
義
思
想
は
ロ
シ
ア
に
あ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
表
面
上
覆
い
隠
す
働
き
で
し
か
す
ぎ
な
い
。
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ

に
と
っ
て
も
共
産
主
義
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
は
、
そ
の
「
非
妥
協
的
、
反
西
側
的
、
反
戦
勝
国
的
、
反
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
的
行
動
」
を
喚

起
す
る
た
め
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
仮
に
八
〇
〇
〇
万
人
の
ド
イ
ツ
人
が
同
意
す
れ
ば
、
ヴ
ェ
ル
サ

イ
ユ
的
秩
序
を
壊
滅
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
は
ソ
連
に
も
ド
イ
ツ
に
も
適
用
で
き
る
は
ず
で
あ
る

N
iekisch,

﹇ 
         

1958
;N
iekisch,1965

        
             
﹈。

　

ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
は
、
こ
の
「
抵
抗
思
想
」
を
も
っ
て
、
ド
イ
ツ
の
国
内
外
の
「
抵
抗
運
動
」
を
組
織
化
し
よ
う
と
し
た
。
彼
は
、
右

翼
陣
営
の
人
々
を
含
め
て
、
す
べ
て
の
政
治
陣
営
に
訴
え
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
彼
の
方
針
は
、
左
翼
陣

営
か
ら
は
、
共
産
主
義
者
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
共
感
す
る
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
、
社
民
党
か
ら
は
除
名
処
分
を
受

け
た
人
物
で
あ
る
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
そ
れ
は
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
の
政
治
的
影
響
力
、
と
り
わ
け
左
翼
陣
営
の
中
で
の
限
界
を
示
す
も

の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
彼
の
唯
一
の
人
的
・
思
想
的
支
え
と
な
る
資
源
は
、
様
々
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
・
グ
ル
ー
プ
と
の
接
触

す
る
中
で
そ
れ
に
属
す
る
人
々
だ
け
で
あ
り
、
彼
ら
と
と
も
に
活
動
を
行
う
だ
け
し
か
な
か
っ
た
。
彼
は
レ
ヴ
ェ
ン
ト
ロ
ウ
伯
の
よ
う

な
人
種
差
別
主
義
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
、
そ
し
て
ユ
ン
ガ
ー
に
『
抵
抗
』
に
寄
稿
の
場
を
提
供
す
る
努
力
を
す
る
し
か
な
か
っ 
た 
。

（
９
）

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
姿
勢
は
八
〇
歳
に
な
っ
た
Ｐ
・
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
大
統
領
を
賛
美
す
る
記
事
を
寄
稿
し
た
こ
と
に
表
れ
て
い
る
。
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い
わ
く
「
老
い
た
兵
士
は
ド
イ
ツ
人
民
の
最
良
の
犠
牲
的
精
神
を
具
現
化
し
て
い
る
」
と
述
べ
る
。
ま
た
、
M
・
エ
ル
ツ
ベ
ル
ガ
ー
や

W
・
ラ
ー
テ
ナ
ウ
を
暗
殺
し
た
極
右
テ
ロ
リ
ス
ト
を
擁
護
し
た
。
西
側
諸
国
的
な
要
素
や
国
際
金
融
資
本
の
「
高
利
貸
し
支
配

Shylock

（        

grip

    

）」
が
い
か
に
ド
イ
ツ
に
と
っ
て
危
険
で
あ
る
か
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
人
々
を
結
集
す
る
こ
と
を
謳
っ
た
と
は
い
え
、

社
会
主
義
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
左
翼
と
右
翼
の
入
り
混
じ
っ
た
「
抵
抗
思
想
」
は
右
翼
陣
営
の
一
部
の
み
に
し
か
同
意
を
得
ら

れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る

L
ebovics,1969

﹇ 
             
﹈。

　

一
九
二
八
年
春
に
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
の
活
動
の
一
部
は
成
果
を
得
た
か
も
し
れ
な
い
。
か
つ
て
バ
イ
エ
ル
ン
・
レ
ー
テ
共
和
国
の
指
導

者
で
あ
っ
た
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
に
敵
対
し
、
一
九
二
三
年
ヒ
ト
ラ
ー
一
揆
に
加
担
し
た
「
オ
ー
バ
ー
ラ
ン
ト
団

B
und

O
berland

（ 
     
       

）」
が
、

一
九
二
一
年
か
ら
一
九
二
五
年
ま
で
そ
の
組
織
の
分
裂
と
政
治
的
志
向
の
変
更
で
解
体
寸
前
に
あ
っ
た
。
一
九
二
五
年
に
そ
れ
が
再
建

さ
れ
る
と
、
彼
ら
は
ナ
チ
ス
と
の
協
力
を
拒
否
し
、
代
わ
っ
て
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ボ
ル
シ
ュ
ヴ
ィ
ズ
ム
運
動
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た

Sch

﹇   

� �ddenkopf,1960:366;W
aite,1952

                      
          
﹈。

　

一
九
二
八
年
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
は
「
団
」
の
集
会
に
出
席
し
た
。
そ
れ
以
後
三
年
間
、
彼
は
彼
ら
と
協
力
関
係
を
維
持
で
き
た
。
一
九

二
八
年
一
一
月
「
団
」
リ
ー
ダ
ー
は
創
刊
し
た
雑
誌
『
指
導
者

F（ 

� �hrer

    
）』
を
準
備
し
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
の
何
人
か
は
『
抵
抗
』
編
集

に
参
加
し
た
。
一
九
二
九
年
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
は
、
第
三
帝
国
初
期
に
も
活
動
す
る
同
志
を
集
め
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
団
」、
ナ
チ

ス
突
撃
隊

SA

（  

）
の
一
部
、
ザ
ク
セ
ン
の
社
会
主
義
者
、
若
き
ド
イ
ツ
団

Jungdeutsche
O
rden

（              
    

）
の
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
ン
バ
ー
約
四
〇

〇
〇
人
か
ら
構
成
さ
れ
た
。
た
だ
、
こ
の
組
織
の
積
極
的
な
活
動
家
は
そ
の
全
体
の
八
分
の
一
程
度
で
あ
り
す
ぐ
に
分
裂
し
、
ニ
ー

キ
ッ
シ
ュ
は
『
抵
抗
』
サ
ー
ク
ル
に
戻
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た

Sch

﹇   
� �ddenkopf,1960:368;B

uchheim
,1957

                      
       
      
﹈。
も
っ
と
も
、
少
数
と

は
い
え
、『
抵
抗
』
サ
ー
ク
ル
の
活
動
家
は
積
極
的
な
行
動
を
展
開
し
た
。

　

ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
は
積
極
的
に
右
翼
グ
ル
ー
プ
と
交
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
は
軍
将
校
団
と
は
友
好
関
係
を
保
て
た
。
ニ
ー
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キ
ッ
シ
ュ
は
、
彼
ら
を
前
に
ド
イ
ツ
外
交
政
策
の
西
側
志
向
を
攻
撃
す
る
演
説
を
行
う
こ
と
も
あ
っ
�
。
と
は
い
え
、
そ
の
人
々
と
は
、

ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
や
社
会
革
命
の
考
え
方
で
は
折
り
合
い
が
つ
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
は
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
・
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
の
急
進
的
な
農
民
に
関
わ
り
を
も
つ
。
ナ
チ
ス
左
派
の
Ｏ
・
シ
ュ
ト

ラ
ッ
サ
ー
、
共
産
主
義
者
、
そ
の
他
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
革
命
グ
ル
ー
プ
の
代
表
た
ち
が
集
会
を
設
定
し
た
。
農
民
リ
ー
ダ
ー
C
・
ハ

イ
ム
を
一
九
三
二
年
大
統
領
選
挙
候
補
に
し
、
支
持
獲
得
を
期
待
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
ハ
イ
ム
が
立
候
補
す
る
と
、
ヒ
ト
ラ
ー
か
ら
農

民
票
を
奪
え
る
目
算
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
は
支
持
を
得
ら
れ
ず
、
最
終
的
に
そ
の
計
画
は
失
敗
に
帰
し

た
。
結
局
、
ヒ
ト
ラ
ー
は
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
・
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
の
農
民
票
の
大
部
分
を
獲
得
で
き
た
の
で
あ
る

H
erberle,1967:

﹇ 
               

130-133

       
﹈。

　

ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
は
、
実
際
の
政
治
舞
台
で
の
活
動
で
は
成
果
を
収
め
た
と
は
言
い
難
か
っ
た
が
、
政
治
的
綱
領
で
あ
る
「
精
神
性
」

で
は
重
要
な
貢
献
を
な
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
評
価
で
き
る
。
イ
タ
リ
ア
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
か
ら
は
国
家
主
義
の
偉
大
さ
へ
の
意
思
を

も
っ
た
運
動
を
参
考
に
し
た
。
ナ
チ
ズ
ム
に
対
し
て
は
、
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
は
あ
く
ま
で
も
ド
イ
ツ
北
部
、
つ
ま
り
プ
ロ
イ
セ
ン
を
中
心

に
お
い
て
、「
外
敵
」
へ
の
民
族
的
抵
抗
を
示
す
た
め
に
、
そ
し
て
本
来
の
社
会
保
守
主
義
か
ら
ヒ
ト
ラ
ー
の
思
想
に
反
対
し
続
け
る
。

ヒ
ト
ラ
ー
の
そ
れ
は
過
去
数
百
年
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
蓄
積
さ
れ
て
き
た
文
明
の
遺
産
を
破
壊
す
る
思
想
の
独
り
よ
が
り
の
行

為
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る

P
ulzer,1964:330

﹇ 
                
﹈。

　

ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
に
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
は
あ
ま
り
に
南
部
的
、
カ
ト
リ
ッ
ク
的
に
見
え
た
よ
う
に
、
ナ
チ
ス
が
ど
の
よ
う
に
体
質
を
変
更

し
よ
う
と
も
、
プ
ロ
イ
セ
ン
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
精
神
性
が
喪
失
す
る
、
と
感
じ
た
の
で
あ
る
。
一
九
三
〇
年
代
に
な
る
と
、

ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
の
「
抵
抗
思
想
」
は
次
第
に
変
化
し
、
ヒ
ト
ラ
ー
と
ナ
チ
ズ
ム
へ
の
抵
抗
に
焦
点
を
当
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
度
は
、

ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
は
社
会
主
義
者
の
立
場
か
ら
ヒ
ト
ラ
ー
を
攻
撃
し
始
め
、
一
九
二
六
年
か
ら
一
九
三
一
年
に
か
け
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

（　

）
10た
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ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ズ
ム
を
思
想
根
拠
に
ナ
チ
ス
へ
の
防
波
堤
と
し
て
使
用
し
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
ド
イ
ツ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
は
最

後
の
期
待
と
し
て
ヒ
ト
ラ
ー
に
ド
イ
ツ
国
民
を
託
そ
う
と
し
て
い
る
。
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
は
、『
抵
抗
』
と
新
た
な
定
期
刊
行
物
『
決
定

E
ntscheidung

（ 
           

）』
を
通
じ
て
ナ
チ
ズ
ム
攻
撃
を
執
筆
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ナ
チ
ス
が
廃
刊
を
命
じ
る
ま
で
続
い
�
。

　
　
　
　
　
　

む
す
び

　　

B
・
シ
ョ
イ
リ
ヒ
は
、
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
の
死
後
出
版
さ
れ
た
著
書
の
前
書
き

Scheurig,1965:7ff

﹇                   
﹈
に
お
い
て
、
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
を

第
二
帝
政
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
、
第
三
帝
国
、
そ
し
て
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
分
断
ド
イ
ツ
と
激
動
の
「
無
秩
序
時
代
」
を
生
き
抜

い
た
「
反
抗
と
抵
抗
の
人
」
で
あ
っ
た
、
と
評
す
る

Scheurig,1965

﹇              
﹈。
K
・
ゾ
ン
ト
ハ
イ
マ
ー
は
、
O
-
E
・
シ
ュ
デ
コ
プ
フ
の
著

書
を
『
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ル
ゲ
マ
イ
ネ
・
ツ
ァ
イ
テ
ウ
ン
ク
』
紙
の
中
で
論
評
し
た
際
に
、
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
を
「
革
命
の
ロ
マ
ン

チ
ス
ト
」
と
称
す
る
。
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
は
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
を
拒
絶
す
る
こ
と
に
熱
心
で
あ
っ
た
こ
と
で
は
、
そ
の
活
動
が
結
果
的

に
は
ヒ
ト
ラ
ー
の
権
力
就
任
に
間
接
的
に
支
援
し
た
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
は
直
接
的
に
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
を

弱
体
化
さ
せ
ヒ
ト
ラ
ー
へ
の
権
力
へ
の
道
を
切
り
拓
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
れ
に
反
抗
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
た
だ
、

ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
は
批
判
、
抵
抗
を
行
う
こ
と
は
あ
っ
て
も
建
設
的
な
結
果
を
出
せ
な
か
っ
た
思
想
家
で
あ
り
、
活
動
家
で
あ
っ
た
。
彼

は
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
を
攻
撃
す
る
こ
と
に
お
い
て
熱
心
な
あ
ま
り
、
左
翼
陣
営
か
ら
支
持
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、

共
和
国
の
基
盤
を
掘
り
崩
す
役
割
の
一
端
を
担
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
論
じ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
は
、
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
は
社

会
保
守
主
義
者
と
し
て
ナ
チ
ズ
ム
に
抵
抗
し
た
と
は
い
え
、
ヒ
ト
ラ
ー
政
権
を
阻
止
す
る
勢
力
の
結
集
に
は
寄
与
す
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。

　

ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
の
ナ
チ
ス
へ
の
抵
抗
は
、
自
ら
の
論
理
性
か
ら
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
正
当
化
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た

N
iekisch,

﹇ 
         

（　

）
11た
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1990
    
﹈。
ヒ
ト
ラ
ー
の
権
力
へ
の
道
は
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
の
失
敗
に
よ
っ
て
、
ヒ
ト
ラ
ー
と
の
競
争
者
が
権
力
奪
取
を
意
図
せ
ず
に

権
力
就
任
へ
の
「
舗
装
」
し
た
結
果
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
の
場
合
で
考
え
れ
ば
、
共
和
国
と
ナ
チ
ズ
ム
に
極
端
な

告
発
を
向
け
た
。
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
は
思
想
・
活
動
の
「
不
満
・
不
平
」
を
機
会
ご
と
に
自
己
の
思
想
レ
ベ
ル
で
は
彼
自
身
の
「
知
的
資

産
」
に
な
っ
た
と
て
も
、
そ
の
行
動
に
お
い
て
は
決
し
て
成
果
を
生
じ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
確
か
に
そ
の
意
味
で
は
、「
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
の
哲
学
（P

hilosophie
des
D
ennoch

 
                
      

）」
ま
た
は
「
無
益
な
奉
仕
者

nutzloson
D
ienen

B
uchheim

,1958
:

（           
     

）﹇ 
       
         351

   
﹈」

と
だ
け
と
評
価
し
う
る
だ
ろ
う
か
。
反
ナ
チ
の
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
運
動
・
思
想
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
照
て
る
だ
け
で
は
な
い
、
そ
れ
以

上
の
意
義
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
な
い
か
。

　

実
際
に
、
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
は
行
動
へ
と
人
々
を
動
か
す
こ
と
に
長
け
て
い
た
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。「
社
会
保
守
主
義
」
が
民

主
主
義
体
制
の
中
で
存
在
で
き
た
と
し
て
も
、
結
果
的
に
民
主
的
価
値
へ
の
信
頼
を
喪
失
す
る
機
能
を
果
た
し
た
。
だ
か
ら
、
後
の
視

点
か
ら
す
れ
ば
、
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
は
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
と
の
「
闘
争
」
に
お
い
て
反
ヴ
ァ
イ
マ
ル
の
、
単
な
る
「
鼓
手
」
以
外
の
何

者
で
も
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
確
か
に
、
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
の
意
図
が
壮
大
な
計
画
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
彼
の
「
抵

抗
思
想
」
は
、
結
論
的
に
は
、
左
翼
陣
営
に
正
式
に
そ
の
一
員
と
し
て
認
め
ら
れ
る
か
は
別
に
し
て
、「
社
会
主
義
者
」
と
し
て
、
中

間
層
を
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
取
り
込
む
た
め
の
戦
略
で
し
か
な
か
っ
た
。
一
見
す
る
と
ナ
チ
ズ
ム
の
主
張
と
類
似
す
る
の
で
、
そ
の
ち

が
い
を
ど
こ
ま
で
人
々
に
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
か
ど
う
か
。

　

新
し
く
急
進
化
し
た
中
間
層
の
一
部
は
共
産
党
に
参
加
し
た
。
彼
ら
は
共
産
党
の
強
さ
と
そ
の
社
会
意
識
が
ナ
チ
ス
と
同
じ
目
的
の

解
決
策
を
称
賛
し
同
志
を
得
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
彼
の
「
抵
抗
思
想
」
や
「
ポ
ツ
ダ
ム
思
想
」
に
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
る
人
々
は
共

産
主
義
（
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
）
に
希
望
を
見
出
そ
う
と
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
は
、
ナ
チ
ス
や
共
産
党

と
異
な
っ
て
、
政
党
政
治
を
拒
絶
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
う
す
る
と
、
ど
の
よ
う
に
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
は
社
会
的
基
礎
を
も
つ
運
動
を
形
成

第26巻―― 22



す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
政
治
的
現
実
主
義
の
欠
落
と
組
織
能
力
の
弱
さ
が
な
か
っ
た
の
か
。『
抵
抗
』
サ
ー

ク
ル
の
最
後
の
年
次
集
会
は
二
〇
〇
名
が
参
加
し
た
。
彼
の
考
え
る
社
会
主
義
、「
ポ
ツ
ダ
ム
思
想
」、
ソ
連
共
産
主
義
は
そ
の
三
位
一

体
化
を
思
想
上
で
は
構
築
し
た
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ズ
ム
の
前
提
は
、
階
級
と
民
族
の
平
等
関
係
に
あ
っ
て
、
戦
争
直
後
の
ド
イ
ツ
革
命

の
経
験
か
ら
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
初
期
に
か
け
て
、
二
つ
の
洞
察
を
示
す
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
は
、
ド
イ
ツ
労
働
者
だ
け
で
は
社
会

主
義
ド
イ
ツ
の
創
造
の
た
め
に
は
闘
う
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
考
え
て
い
た
。
さ
ら
に
、
バ
イ
エ
ル
ン
共
和
国
指
導
者
と
し
て
、
そ
れ

へ
の
抑
圧
さ
れ
た
政
治
体
験
は
、
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
に
バ
イ
エ
ル
ン
特
有
の
分
邦
主
義
、
反
プ
ロ
イ
セ
ン
的
な
社
会
主
義
の
経
験
を
失
敗

の
原
因
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
考
え
ざ
る
を
え
な
く
さ
せ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
は
戦
勝
国
の
西
側
諸
国
と
そ
の
従
属
国
の
資
本
主
義
に

よ
っ
て
包
囲
さ
れ
て
い
た
。
ド
イ
ツ
で
の
社
会
主
義
の
勝
利
と
そ
の
維
持
は
、
民
族
的
努
力
で
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
は
そ
の

運
動
が
運
命
を
決
定
す
る
。
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
は
連
合
国
の
資
本
主
義
が
ド
イ
ツ
労
働
者
へ
の
抑
圧
と
一
体
化
し
て
い
る
と
考
え
に
行
き

着
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
視
点
で
は
、
ド
イ
ツ
人
す
べ
て
は
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
と
賠
償
を
通
じ
て
「
鎖
」
で
つ
な
が
れ
る
賃
金
奴

隷
で
し
か
な
い
。
そ
れ
を
脱
す
る
た
め
に
は
、
ド
イ
ツ
国
民
は
ド
イ
ツ
へ
の
抑
圧
を
克
服
す
る
手
段
と
し
て
民
族
主
義
的
解
放
を
果
た

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
が
あ
る
。
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
は
、
最
終
的
に
は
国
家
の
欲
求
と
労
働
者
の
そ
れ
が
一
致
す
る
、
と
結
論
づ
け

た
。
彼
は
こ
の
志
向
変
更
に
よ
っ
て
、
社
会
主
義
者
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
確
信
的
マ
ル
ク
ス
主
義
者
か
ら
出
発
し
た
と
は
い
え
、
す

で
に
そ
う
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、「
抵
抗
思
想
」
は
左
翼
陣
営
へ
向
か
う
中
間
層
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
人
々
を

最
後
ま
で
魅
了
で
き
な
か
っ
た
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
中
間
層
の
価
値
体
系
に
お
い
て
は
重
要
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
第
一
次

的
な
価
値
観
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
ヴ
ァ
イ
マ
ル
時
代
末
期
、
そ
し
て
ヒ
ト
ラ
ー
、
ナ
チ
ズ
ム
が
政
権
を
奪
取
す
る

こ
と
に
な
っ
て
、
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
は
初
め
て
学
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
若
者
は
ヒ
ト
ラ
ー
の
も
と
に
殺
到
し
た
。
そ
し
て
ナ
チ
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ス
政
権
に
よ
る
戦
時
経
済
体
制
が
開
始
さ
れ
て
い
た
。
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
は
、
一
九
三
〇
年
か
ら
一
九
三
五
年
の
時
代
ま
で
、
ヴ
ェ
ル
サ

イ
ユ
条
約
に
対
抗
す
る
「
ド
イ
ツ
の
抗
議
」
と
「
ヒ
ト
ラ
ー
へ
の
拒
絶
」
か
ら
抵
抗
運
動
の
目
標
を
変
更
す
る
こ
と
で
、
理
想
主
義
か

ら
現
実
主
義
の
歴
史
観
に
移
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
彼
は
一
九
三
五
年
以
降
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ボ
ル
シ
ュ
ヴ
ィ
ズ
ム
の
過
去
を
語

ら
ず
、
戦
術
的
な
レ
ト
リ
ッ
ク
を
言
及
す
る
よ
う
に
な
っ
た

B
uchheim

,1957:560

﹇ 
       
           
﹈。

　

若
い
保
守
主
義
者
か
ら
「
タ
ー
ト

tat

（   
）」
サ
ー
ク
ル
や
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
な
ど
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
が
目
指
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ボ
ル
シ
ュ

ヴ
ィ
ズ
ム
ま
で
の
資
本
主
義
と
社
会
主
義
の
中
間
を
い
く
「
第
三
の
位
置
」
ま
で
広
い
範
囲
が
存
在
し
た
け
れ
ど
、
そ
の
運
動
が
不
信

感
を
も
っ
た
、
二
つ
の
敵
意
を
抱
か
せ
た
。
第
一
は
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
と
自
由
民
主
主
義
と
み
な
す
も
の
へ
の
敵
意
で
あ
っ
た
。
そ

の
意
味
は
世
俗
的
、
合
理
的
、
道
徳
的
な
伝
統
で
あ
る
。
第
二
に
ポ
ス
ト
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
的
秩
序
を
備
え
た
「
国
民
国
家
」
を
通

じ
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
回
復
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
へ
の
敵
意
で
あ
っ
た
。
ナ
チ
ス
へ
の
共
感
に
お
い
て
は
、
も
ち
ろ
ん
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
に

は
ま
っ
た
く
共
通
し
な
か
っ
た
が
、
総
体
的
に
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
と
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
体
制
か
ら
の
解
放
に
向
け
て
政
治
的
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
注
入
す
る
こ
と
に
は
積
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
同
じ
意
識
で
あ
っ
た

N
oaks,1990:81

﹇ 
              
﹈。
と
こ
ろ
が
、
回
顧
的
に
述
べ
る
の
は

簡
単
だ
が
、
あ
え
て
述
べ
る
な
ら
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
的
な
も
の
へ
の
抗
議
は
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
時
代
の
「
精
神
」
と
「
権
力
」
と
の
分
裂
を

さ
ら
に
悪
化
さ
せ
た
こ
と
も
明
記
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹇
生
松
、
一
九
七
五：

一
六
六
﹈。

　

ナ
チ
ス
の
国
民
社
会
主
義
は
確
か
に
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
現
象
で
は
な
く
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム

の
一
部
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
革
命
運
動
の
な
か
の
、
そ
れ
も
本
質
的
な
思
想
の
一
部
で
は
類
似
性
が
あ
っ
た
、
と
言
え
る
。
ニ
ー
キ
ッ

シ
ュ
は
第
三
帝
国
時
代
の
前
半
に
お
い
て
、
ま
だ
ナ
チ
ス
の
本
質
が
そ
の
後
期
に
お
い
て
十
分
に
明
ら
か
に
な
る
前
に
、
次
の
よ
う
に

ナ
チ
ス
を
予
言
し
て
い
た
。
国
民
社
会
主
義
が
ブ
ル
ジ
ョ
ア
要
素
と
並
ん
で
、
非
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
「
反
西
洋
的
」「
ア
ジ
ア
的
」「
蛮

行
的
」
な
要
素
を
含
む
恐
怖
心
と
嫌
悪
感
を
も
つ
と
糾
弾
し
た
、
と
言
わ
れ
る

B
uchheim

,1957:561
﹇ 
       
           
﹈。
と
は
い
え
、
彼
の
予
言
は
そ
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の
指
摘
の
「
正
誤
」
を
と
も
か
く
と
し
て
、
恐
怖
と
嫌
悪
す
べ
き
ナ
チ
ス
の
時
代
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　　

＊
Ｅ
・
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
（
一
八
八
九
―
一
九
六
七
年
）
は
シ
ュ
レ
ジ
ー
ン
の
ト
レ
ブ
ナ
ッ
ツ
に
お
い
て
労
働
者
の
両
親
に
生
ま
れ
た
。
一
八
九
一
年

家
族
と
と
も
に
バ
イ
エ
ル
ン
の
ネ
ル
ト
リ
ン
グ
ン
に
移
り
、
当
地
の
国
民
小
学
校
、
実
業
・
教
員
学
校
兼
受
験
学
校
、
ア
ル
ト
ド
ル
フ
の
師
範
学
校
を

卒
業
後
、
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
の
国
民
小
学
校
教
師
に
な
っ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
時
に
は
小
学
校
教
員
を
し
て
い
た
。
一
九
一
七
年
一
〇
月
ド
イ

ツ
の
敗
色
が
濃
厚
に
な
っ
た
時
期
に
一
九
一
七
年
一
〇
月
ロ
シ
ア
革
命
の
影
響
を
受
け
、
社
民
党
党
員
に
な
っ
た
。
一
九
一
八
年
一
一
月
バ
イ
エ
ル
ン

革
命
が
勃
発
し
社
会
主
義
政
権
が
誕
生
す
る
。
彼
は
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
兵
士
・
労
働
者
協
議
会

R（ 

� �te   
）
の
指
導
者
に
選
出
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
九

一
九
年
春
に
は
革
命
が
さ
ら
に
急
進
主
義
的
に
動
き
に
発
展
し
た
際
、
彼
は
最
も
急
進
的
な
独
立
社
民
党
党
員
と
し
て
、
一
九
一
八
年
か
ら
一
九
一
九

年
前
半
ま
で
バ
イ
エ
ル
ン
労
農
兵
レ
ー
テ
中
央
協
議
会
議
長
で
あ
っ
た
。
一
九
一
九
年
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
レ
ー
テ
共
和
国
に
参
加
。
し
か
し
、
バ
イ
エ
ル

ン
独
特
の
分
邦
主
義

particuralism

（             

）
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
ド
イ
ツ
の
断
片
化
に
反
対
す
る
立
場
か
ら
、
議
長
を
作
家
の
E
・
ト
ラ
ー
と
交
代
し
た
﹇
同

革
命
に
つ
い
て
は
古
田
、
一
九
七
八
年
参
照
、
バ
イ
エ
ル
ン
革
命
後
に
つ
い
て
は
古
田
、
一
九
八
八
年
、
二
〇
一
三
年
参
照
﹈。
し
か
し
そ
の
後
、
独
立

バ
イ
エ
ル
ン
共
和
国
が
宣
言
さ
れ
た
こ
ろ
か
ら
、
彼
は
革
命
政
権
か
ら
離
反
し
た
。
共
産
主
義
革
命
政
権
が
当
時
の
社
民
党
を
代
表
と
す
る
ホ
フ
マ
ン
・

ラ
ン
ト
政
権
軍
に
鎮
圧
さ
れ
た
際
、
逮
捕
さ
れ
二
年
間
（
一
九
一
九
―
一
九
二
一
年
）
の
懲
役
刑
を
受
け
た
。
出
所
後
、
社
民
党
党
員
に
復
帰
。
一
九

二
一
年
ラ
ン
ト
議
会
議
員
団
長
、
一
九
二
二
年
ベ
ル
リ
ン
に
お
い
て
若
者
の
指
導
役
と
し
て
ド
イ
ツ
織
物
労
働
組
合
機
関
紙
の
主
筆
と
な
り
、
一
九
二

三
年
か
ら
二
六
年
ま
で
労
働
組
合
書
記
を
務
め
た
。

　

一
九
二
六
年
以
前
、
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
は
他
の
社
会
主
義
者
や
労
働
組
合
専
従
者
の
間
で
抜
き
ん
で
る
ほ
ど
活
躍
は
な
い
。
た
だ
、
彼
は
、
ロ
シ
ア
革

命
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
賞
賛
す
る
一
方
で
、
社
民
党
へ
の
急
進
性
の
欠
如
し
た
姿
勢
を
批
判
し
た
。
た
だ
、
彼
は
そ
の
時
点
で
離
党
せ
ず
そ
の
地
位
に

留
ま
っ
た
。
一
九
二
六
年
に
自
ら
の
雑
誌
『
抵
抗
』
を
創
刊
。
一
九
二
六
年
か
ら
一
九
二
八
年
『
民
族
国
家
』
を
刊
行
。
一
九
二
九
年
ベ
ル
リ
ン
に
『
抵

抗
』
の
拠
点
を
移
し
雑
誌
発
刊
を
継
続
し
た
。
ヴ
ァ
イ
マ
ル
中
期
か
ら
一
九
三
三
年
ヒ
ト
ラ
ー
政
権
ま
で
の
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
の
活
動
は
本
論
を
参
照
。
ヒ

ト
ラ
ー
政
権
時
代
の
一
九
三
七
年
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
は
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
に
逮
捕
さ
れ
、
一
九
三
九
年
民
族
裁
判
所
か
ら
反
逆
罪
で
終
身
刑
を
受
け
た
が
、
第

二
次
世
界
大
戦
末
期
に
赤
軍
に
よ
っ
て
解
放
さ
れ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
一
九
四
六
年
社
会
主
義
統
一
党
（
Ｓ
Ｅ
Ｄ
）
に
参
加
、
一
九
四
五
年
か

ら
一
九
四
八
年
に
か
け
て
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
マ
ー
ド
ル
ク
市
民
大
学
教
員
、
一
時
東
ベ
ル
リ
ン
の
フ
ン
ボ
ル
ト
大
学
に
お
い
て
教
鞭
を
と
っ
た
。
第
二
次

世
界
大
戦
後
に
執
筆
活
動
を
再
開
し
て
、『
ド
イ
ツ
の
存
在
過
誤
（D

eusche
D
aseinsverfehlung

 
        
                

）』『
抑
圧
の
悪
魔
帝
国
（D

as
R
eich

der
niederen
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）』『
危
険
な
生
活
（G

ew
agtes

L
eben

 
  
       
    

）』『
政
治
論
文
集
（P

olitische
Schriften

 
                   

）』
な
ど
を
発
表
し
た
。
一
九
五
三
年
六
月
反
乱
を
指

揮
し
た
嫌
疑
に
対
し
て
批
判
し
、
Ｓ
Ｅ
Ｄ
を
離
党
し
、
西
ベ
ル
リ
ン
に
移
住
。
そ
の
後
西
ベ
ル
リ
ン
の
自
宅
に
引
退
。
一
九
六
七
年
五
月
二
三
日
に
死

去
N
ikisch,1958:11-169

;N
iekisch,1

﹇ 
                        
          965

;Sch

         

� �ddekopf,1960
:510

;H
affer,2008

:

                       
             283-293

;Sauter,2002
:313-314

                                 
﹈。

　
注（

１
） 

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
社
民
党
指
導
者
と
な
る
K
・
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー
は
当
時
の
若
い
活
動
家
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
。

（
２
） 

こ
の
方
針
が
戦
術
以
上
と
な
り
、
共
産
主
義
サ
ー
ク
ル
内
で
受
け
入
れ
ら
れ
、
共
和
国
末
期
の
政
治
状
況
を
評
価
す
る
際
に
は
重
大
な
誤
り

を
導
く
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
は
社
民
党
幹
部
へ
の
批
判
を
強
め
て
い
る
。
彼
は
、「
西
側
資
本
主
義
国
」
に
よ
る
排
除

さ
れ
た
ド
イ
ツ
の
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
化
」
に
抵
抗
す
る
「
革
命
的
人
民
（revolutionary

people

                    
）」
を
高
く
評
価
し
て
い
た
。
そ
れ
は
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ス
ト
へ
の
煽
動
そ
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
二
つ
の
抵
抗
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
化
へ
の
抵
抗
」
と
「
戦
勝

国
か
ら
の
ド
イ
ツ
搾
取
へ
の
抵
抗
」
で
あ
る
。
こ
の
時
機
以
降
、
彼
は
「
抵
抗
思
想
」
の
看
板
を
掲
げ
る
こ
と
に
な
る
。
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
自
ら

は
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ボ
ル
シ
ュ
ヴ
ィ
ズ
ム
」
を
理
論
化
し
、
そ
の
実
行
用
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
中
核
と
な
す
よ
う
に
し
た
。

（
３
） 

賠
償
不
履
行
に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
軍
に
よ
る
ル
ー
ル
占
領
に
炭
鉱
労
働
者
が
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
を
行
っ
て
抵
抗
し
た
。
そ
の
労
働
者
の
ひ
と
り

A
・
Ｌ
・
シ
ュ
ラ
ー
ゲ
タ
ー
が
フ
ラ
ン
ス
軍
に
射
殺
さ
れ
た
事
件
が
あ
っ
た
。
こ
の
犠
牲
者
を
賛
美
し
自
党
の
宣
伝
に
利
用
す
る
動
き
が
共
産

党
と
ナ
チ
ス
に
も
そ
れ
が
あ
っ
た
。

（
４
） 

ド
ー
ズ
案
と
そ
の
た
め
の
国
内
外
の
賠
償
交
渉
に
つ
い
て
は
、
有
澤
、
上
巻
、
一
九
九
四
年
第
一
一
章
を
参
照
。

（
５
） 

同
協
定
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
は
ド
イ
ツ
東
部
の
領
土
保
障
に
は
無
関
心
で
あ
っ
た
の
で
、
ロ
カ
ル
ノ
条
約
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
の
安
全
保
障
問

題
に
関
し
て
は
不
完
全
な
解
決
策
と
し
た
。
こ
の
不
完
全
さ
・
不
適
切
さ
は
後
年
、
ヒ
ト
ラ
ー
支
配
下
の
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
が
東
部
戦
線
で
第

二
次
世
界
大
戦
を
開
始
し
た
と
き
に
、
そ
れ
が
不
完
全
で
あ
っ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。

（
６
） 

レ
ヴ
ェ
ン
ト
ロ
ウ
伯
は
右
翼
団
体
の
全
ド
イ
ツ
連
盟
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
出
発
し
な
が
ら
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
ま
で
に
ゲ
ル
マ
ン
的
キ
リ

ス
ト
教
を
宣
伝
す
る
方
向
に
転
換
し
、
最
後
は
ナ
チ
ス
党
員
で
政
治
生
活
を
終
了
し
た
。

（
７
） 

ド
レ
ス
デ
ン
で
は
、
一
九
二
六
年
以
来
、
彼
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ク
な
思
想
に
基
づ
い
て
社
民
党
内
右
派
小
グ
ル
ー
プ
を
中
心
と
し
て
ザ

ク
セ
ン
社
民
党
の
古
い
体
質
を
改
め
よ
う
と
し
た
が
失
敗
し
た
。
そ
の
原
因
で
彼
は
一
九
二
六
年
に
社
民
党
を
離
党
し
、
ベ
ル
リ
ン
に
移
動
す
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る
こ
と
に
な
っ
た

Sch

﹇   

� �ddenkopf,1960:511

                   
﹈。

（
８
） 

ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
は
マ
キ
ャ
ベ
リ
の
思
想
を
称
賛
し
て
い
る
。
彼
の
抵
抗
出
版
社
は
マ
キ
ャ
ベ
リ
の
著
作
を
出
版
し
て
い
る
。

（
９
） 

ユ
ン
ガ
ー
は
、
強
い
国
家
は
社
会
的
、
民
族
的
な
次
元
が
相
互
に
絡
み
合
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
労
働
が
労
働
者
に
結
び
つ
か
な
い
な

ら
存
立
で
き
な
い
と
い
う
主
旨
の
論
考
を
寄
稿
し
た
。
こ
の
考
え
方
を
後
年
に
発
展
さ
せ
て
い
る
。

（　

） 

こ
れ
に
は
好
意
的
な
反
応
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
ニ
ー
キ
ッ
シ
ュ
は
軍
中
枢
の
ゼ
ー
ク
ト
将
軍
に
も
東
方
志
向
の
必
要
性
に
関
す
る
外
交
政
策

１０

を
提
案
す
る
手
紙
を
出
し
て
い
る
。

（　

） 
『
決
定
』
は
一
九
三
二
年
一
〇
月
九
日
に
発
刊
さ
れ
た
。
一
九
三
三
年
一
一
月
三
〇
日
ベ
ル
リ
ン
警
察
長
官
の
命
令
で
廃
刊
に
追
い
込
ま
れ
た
。
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